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※単位未満は切り捨て表示しています。

自己資本比率は経営の基盤であり、自己資本
が充実しているほど健全性が高いといえます。
令和4年9月末における自己資本額は
45億9百万円程度、自己資本比率は11．42％
程度となりました。
なお、この水準は、国内基準の4％を大きく上
回っており、経営の健全性を維持しております。
今後も引き続き、自己資本の充実に努めます。

令和4年9月末の預金残高（末残）は、
892億31百万円で、令和4年3月末対比
31億65百万円、3．67％の増加となりました。
流動性預金、定期性預金ともに増加しました。
また、貸出金残高（末残）は、379億51百万円
で、令和4年3月末対比3億80百万円、1．01％
の増加となりました。事業性融資のほか、地方公
共団体への融資や住宅ローン等個人向け融資
が減少しましたが、金融機関向け融資が増加し
ました。
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